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ティア元年と称されるきっかけとなった阪神淡路大震災（1995 年１月 17 日）直後
から始まった組織的な活動は、震災後も時間の経過とともに必要とされるヴォラン
ティアの内容に柔軟に対応し、現在「ヒューマン・サービス・センター」として、
ヴォランティアの各種コーディネートにまで発展する形で継続的な活動が続いてい
る。また、国連ヴォランティア活動への参加プログラムとして導入されたUnites（国
連情報サービス）は、ヴォランティア活動を大学の単位として認定するという関西
学院大学で最初の「サービス・ラーニング」的な科目となり、現在も内容を変えた
形で継続されている（講義名称：「国連学生ボランティア実習」「国連学生ボランティ
ア課題研究」）。
　また、企業での体験的実習、いわゆるインターンシップ活動を授業単位取得科目
として認め、社会参画の意義や自己実現の意味を体験的に獲得するプログラムを提
供する部署として「キャリア・センター」が開設され、実習までの講義ならびに実
習先の選定、派遣ならびに評価等を行っている。
　このように、大学においては、従来の科目提供や単位認定という枠を越えた授業
提供が始まっているのが関西学院の現状である。
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Ⅳ．導入にあたっての障壁
　ここまで考察してきたように、関西学院の歴史においては、「サービス・ラーニ
ング」と称するに値するヴォランティア的な活動が日常の中で継続的に実施されて
きていると言えよう。また、既に体験型授業科目の提供も開始されているが、「サー
ビス・ラーニング」群のような科目提供を組織的に行っていくには多くの課題も存
在している。
　その一つは成績評価の厳格性の問題である。文部科学省の意向として大学に求め
られているものの中に、授業回数の確保、成績評価の厳格性、学士力の保障といっ
たことがあるが、体験学習的な科目に関して、受講回数をどうカウントするのかと
いう問題がある。これまでの歴史や制度として確立している教育実習のように厳格
な受講時間数を設けることも可能かもしれないが、「サービス・ラーニング」とい
う科目は内容が多岐にわたるため、一律の時間設定は難しいと考えられる。さらに、
現在成績評価を行う者、あるいは授業担当者は、それにあたって、事前に厳格な審
査が教授会や教務委員会といった機関で行われているが、「サービス・ラーニング」
を担当し、評価を行う担当者に対してどのような審査基準を設けるかが問われる事
も考えられよう。また、厳格な成績評価という点においてもさまざまな多種多様に
わたる科目間の公平性を保つことは、困難と言わざるを得ない。さらに、生涯教育
の一環とも捉えることが出来るこうした授業科目の履修到達度をどう評価するか、
さらには到達度を測ることが可能なのか、あるいは必要なのか否かという本質的な
問題も常に存在するであろう。
　そしてさらに本質的な問題としては、ヴォランティア的な性格の強い活動を「サー
ビス・ラーニング」という授業科目とした際に起こる、ヴォランティア精神との整
合性である。ヴォランティアとは本来、見返りを求めない、対価を求めない活動で
ある。様々な出会いならびに体験を通しての精神的な充足感や人的なつながりと
いった副次的な「対価」は産まれるが、それはあくまでも意図せずもたらされる僥
倖であり、それが自らを誇るキャリアや単位として評価対象になるということが
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ヴォランティア精神を冒涜するものとなる可能性が産まれるという危険性を孕むこ
とに警戒せねばならない。
結び
　キリスト教主義を教育と研究の土台とし、長年にわたってイエスの教えを体現
すべく語られてきた「Mastery for Service」というスクール・モットーを有する
関西学院において、「サーヴィス」すなわち「己をむなしくして他のために尽くす」
という人生態度は最も尊いものであり、教育の目標とすべきものである。その延長
線上として、関西学院の歴史の中で連綿と受け継がれてきた精神の具体化ならびに
可視化としての「サービス・ラーニング」導入の意義は大きいと言わざるを得ない。
　しかしながら、先述のように、そこには常に本来の理想とかけ離れた、功績主義
へと傾く誘惑との対峙という緊張関係が常に存在しなければ、参加するだけで単位
取得可能な「楽勝科目」あるいは、見栄えの良い「キャリア」に堕する危険性が存
在する。そのような負の可能性を視野に入れつつ、日本らしい、また、関西学院ら
しい「サービス・ラーニング」の構築は、これまでの歴史の具現化、明確化の一プ
ロセスであり、また構築された後も不断の検証が要求されるものであると言えよう。
　日本における「サービス・ラーニング」の試みはまだ緒についたものと言わざる
を得ないが、アメリカにおける先行例、先行研究を検討の上、今の状況に相応しい
導入のあり方を今後も検証していく必要性があるが、それに関しては今後の考察の
課題としたい。
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関
西
学
院
に
お
け
る
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
覧
テ
ー
マ
概
要
参
加
者
責
任
主
体
中
学
部1
地
域
奉
仕
活
動
甲
東
園
～
関
学
間
の
清
掃
活
動
。
生
徒
会
活
動
の
一
環
。
平
成
18
年
度
は
計
7
回
、
の
べ
15
0
人
が
参
加
生
徒
会
2
あ
し
な
が
学
生
募
金
阪
急
西
宮
北
口
駅
前
で
の
募
金
活
動
。
生
徒
会
活
動
の
一
環
。
計
2
回
で
93
,9
34
円
が
集
ま
り
、
あ
し
な
が
育
英
会
に
送
金
し
た
。
平
成
18
年
度
は
生
徒
16
人
、
教
師
2
人
が
参
加
生
徒
会
3
骨
髄
バ
ン
ク
協
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
阪
急
西
宮
北
口
駅
前
で
チ
ラ
シ
配
布
（
1,
20
0
枚
）
と
募
金
活
動
。
募
金
30
,5
72
円
を
「（
財
）
骨
髄
移
植
推
進
財
団
」
に
贈
っ
た
。
平
成
17
年
度
は
生
徒
18
人
、
教
師
7
名
が
参
加
平
成
18
年
度
は
実
施
し
な
か
っ
た
生
徒
会
4
生
徒
献
金
送
付
毎
月
1
回
の
ハ
ウ
ス
礼
拝
や
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
お
い
て
全
生
徒
、
教
員
が
献
金
し
、
災
害
支
援
や
国
内
外
の
27
の
諸
施
設
、
団
体
等
に
さ
さ
げ
て
い
る
。
平
成
18
年
度
年
間
献
金
総
額
60
9,
14
0
円
。
全
校
生
徒
生
徒
会
　
宗
教
委
員
会
5
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
物
資
送
付
歯
ブ
ラ
シ
、歯
磨
き
粉
、文
具
等
を
卒
業
生
の
歯
科
医
師
に
預
け
届
け
て
い
る
。
全
校
生
徒
生
徒
会
6
使
用
済
切
手
運
動
生
徒
会
役
員
の
呼
び
か
け
で
5
月
に
集
め
た
使
用
済
み
切
手
を
累
積
分
と
合
わ
せ
整
理
し
た
結
果
、
4.
7k
g（
4,
00
0
～
5,
75
0
円
に
換
金
さ
れ
る
予
定
）
あ
り
JO
C
S（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
）
へ
送
付
し
た
。
（
今
年
度
よ
り
実
施
）
全
校
生
徒
生
徒
会
高
等
部1
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
支
援
三
年
生
が
卒
業
時
、
不
用
に
な
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
や
シ
ュ
ー
ズ
、
学
用
品
を
提
供
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
（
20
kg
×
5
～
6
箱
）
に
つ
め
て
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
栄
養
失
調
児
支
援
セ
ン
タ
ー
（
シ
ス
タ
ー
黒
田
）
に
送
る
。
学
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
宗
教
総
部
の
生
徒
6
～
7
名
が
荷
作
り
に
あ
た
る
。
学
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
宗
教
総
部
2
子
ど
も
会
神
戸
女
学
院
と
共
催
で
19
57
年
よ
り
実
施
。
様
々
な
事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
学
校
に
招
き
、
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
し
ょ
に
一
日
楽
し
く
遊
ぶ
。
学
友
会
子
ど
も
会
ス
タ
ッ
フ
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
（
希
望
者
）
神
戸
女
学
院
生
徒
と
合
わ
せ
、
10
0
名
程
度
学
友
会
子
ど
も
会
、
宗
教
総
部
3
献
　
血
文
化
祭
校
内
ス
テ
ー
ジ
の
日
に
献
血
車
が
来
校
し
、
生
徒
・
教
職
員
が
献
血
に
協
力
し
て
い
る
。
生
徒
・
教
職
員
　
数
十
名
学
友
会
礼
拝
委
員
会
、
宗
教
総
部
4
あ
し
な
が
学
生
募
金
（
協
力
ア
ピ
ー
ル
）
あ
し
な
が
学
生
募
金
へ
の
協
力
ア
ピ
ー
ル
を
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
で
実
施
。
希
望
者
が
街
頭
募
金
を
お
こ
な
う
。
有
志
　
日
程
が
あ
え
ば
数
名
が
参
加
学
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
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1
献
血
活
動
年
４
回
の
献
血
週
間
と
学
外
の
献
血
推
進
活
動
を
行
う
。
献
血
実
行
委
員
会
宗
教
総
部
2
長
島
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
邑
久
光
明
園
（
岡
山
県
・
長
島
）
に
訪
問
し
、
入
園
者
の
方
々
と
交
流
を
も
ち
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
考
え
る
。
宗
教
総
部
3
千
刈
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
千
刈
キ
ャ
ン
プ
に
来
る
人
の
サ
ポ
ー
ト
や
森
林
整
備
を
行
う
。
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
宗
教
総
部
4
ハ
ビ
タ
ッ
ト
海
外
で
劣
悪
な
環
境
に
あ
る
人
た
ち
の
為
に
家
を
建
て
る
学
生
N
G
O
団
体
。
年
2
回
、
貧
困
地
域
で
現
地
の
人
と
一
緒
に
家
作
り
の
手
伝
い
を
す
る
。
関
西
学
院
上
ケ
原
ハ
ビ
タ
ッ
ト
登
録
団
体
（
顧
問
：
武
田
丈
）
5
ハ
ビ
タ
ッ
ト
居
住
問
題
を
切
り
口
と
し
て
貧
困
問
題
改
善
に
向
け
た
活
動
を
行
う
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に
現
地
の
方
々
と
共
に
家
建
設
活
動
を
行
う
。
日
本
国
内
で
は
募
金
活
動
や
学
校
・
教
会
な
ど
で
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
。
E
co
-H
ab
it
at
関
西
学
院
K
SC
登
録
団
体
（
顧
問
：
今
泉
信
宏
）
6
点
訳
絵
本
の
点
訳
を
し
た
り
、
目
の
不
自
由
や
人
や
他
大
学
の
人
と
交
流
を
行
う
。
点
訳
サ
ー
ク
ル
登
録
団
体
（
顧
問
：
田
淵
結
）
7
キ
ャ
ン
プ
子
供
た
ち
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
や
遠
足
に
行
っ
た
り
、
高
校
生
を
連
れ
て
海
外
へ
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
へ
行
っ
た
り
、
不
登
校
の
子
供
た
ち
へ
の
支
援
活
動
等
を
行
う
。
K
.G
. B
ra
in
 H
um
an
it
y
登
録
団
体
（
顧
問
：
川
島
恵
美
）
8
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
聴
覚
に
障
が
い
を
も
つ
学
生
に
、
授
業
中
、
教
員
が
話
す
内
容
や
、
そ
の
場
で
起
こ
っ
て
い
る
状
況
（
学
生
の
発
言
、
教
室
内
の
状
況
等
）
を
紙
に
書
い
て
通
訳
す
る
。
１
コ
マ
の
授
業
を
二
人
の
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
行
う
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
：
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た
後
、登
録
を
し
、活
動
す
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
課
9
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
授
業
中
、
教
員
が
話
す
内
容
や
、
そ
の
場
で
起
こ
っ
て
い
る
状
況
を
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
に
し
、
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
し
て
聴
覚
に
障
が
い
を
も
つ
学
生
に
伝
え
る
。
1
コ
マ
の
授
業
を
二
人
の
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
カ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
行
う
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
：
パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た
後
、
登
録
を
し
、
活
動
す
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
課
10
点
訳
視
覚
障
が
い
を
も
つ
学
生
が
授
業
で
使
用
す
る
教
科
書
・
プ
リ
ン
ト
等
を
点
訳
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
点
字
に
す
る
。
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
込
ん
で
電
子
デ
ー
タ
化
（
O
C
R
）
し
た
テ
キ
ス
ト
を
校
正
し
た
り
、
図
表
な
ど
に
説
明
を
加
え
、
点
字
で
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
へ
の
変
更
を
行
う
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
：
点
訳
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
た
後
、
登
録
し
、
活
動
す
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
課
11
対
面
朗
読
視
覚
障
が
い
を
も
つ
学
生
に
、
教
科
書
や
テ
キ
ス
ト
を
朗
読
し
て
伝
え
る
。
テ
ー
プ
に
録
音
す
る
場
合
も
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
自
立
支
援
課
12
国
連
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
U
N
IT
eS
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
学
が
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
U
N
V
）
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
開
発
途
上
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
）
へ
の
対
応
を
目
的
に
、
20
04
年
度
か
ら
3
年
間
で
約
35
人
の
学
生
を
約
５
ヶ
月
間
派
遣
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
な
お
、
20
06
年
度
に
協
定
更
新
（
20
07
秋
派
遣
募
集
6
月
、
20
08
春
・
秋
派
遣
募
集
10
月
予
定
）。
派
遣
期
間
中
は
、本
学
の
科
目
を
履
修
し
単
位（
最
大
16
単
位
）
を
履
修
。
学
生
国
際
教
育
・
協
力
課
13
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
が
社
会
と
の
関
わ
り
か
ら
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
教
育
内
容
と
現
実
問
題
と
の
関
連
を
理
解
す
る
た
め
の
契
機
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
機
会
提
供
を
行
う
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
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14
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
学
内
発
信
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部
門
、
地
域
の
児
童
館
や
保
育
所
を
中
心
に
活
動
す
る
部
門
、
幅
広
い
活
動
を
企
画
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
の
3
部
門
で
構
成
さ
れ
る
。
15
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
育
の
一
環
と
し
て
市
民
を
対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
、
法
科
大
学
院
生
が
弁
護
士
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
市
民
の
相
談
に
応
え
る
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
16
宝
塚
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
学
生
に
よ
る
『
劇
場
空
間
・
宝
塚
』
の
都
市
再
生
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宝
塚
市
と
関
学
の
包
括
的
な
連
携
協
定
に
も
と
づ
い
て
、
学
生
た
ち
が
宝
塚
の
中
心
市
街
地
の
再
生
に
挑
戦
す
る
も
の
。
文
部
科
学
省
「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」
に
も
選
ば
れ
た
。
温
泉
地
か
ら
発
展
し
た
ま
ち
の
歴
史
に
ち
な
み
、
足
湯
を
設
置
し
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
い
た
り
し
て
い
る
。（
授
業
科
目
：「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
宝
塚
）」
「
連
携
講
座
タ
カ
ラ
ヅ
カ
学
」）
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
17
東
大
阪
の
も
の
づ
く
り
を
支
援
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
日
本
の
技
術
力
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、
高
井
技
術
力
を
持
つ
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
す
る
大
阪
東
部
地
域
を
支
援
。
中
小
企
業
へ
大
学
で
の
教
育
・
研
究
の
成
果
・
資
源
を
提
供
す
る
た
め
、
産
学
官
民
連
携
の
総
合
窓
口
と
な
る
東
大
阪
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
。
受
託
研
究
や
講
師
派
遣
の
依
頼
を
は
じ
め
、
セ
ミ
ナ
ー
開
講
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
幅
広
い
支
援
を
提
供
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
18
ほ
ん
ま
ち
ラ
ボ
（
三
田
）
地
域
の
祭
り
へ
の
参
加
や
、地
元
の
農
作
物
を
直
売
す
る
「
野
菜
市
」
の
運
営
、
老
朽
化
し
た
該
当
の
付
け
替
え
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
、
ほ
ん
ま
ち
ラ
ボ
を
拠
点
に
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
19
い
た
み
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
伊
丹
市
内
商
店
街
の
ま
ち
お
こ
し
を
め
ざ
し
て
地
元
高
校
生
と
協
働
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
伊
丹
市
立
小
学
校
に
教
員
志
望
の
学
生
を
派
遣
し
、
児
童
の
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施
。（
科
目
「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
伊
丹
）」
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
20
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
（
豊
中
）
総
合
政
策
研
究
科
院
生
ら
を
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
豊
中
市
政
策
研
究
所
に
派
遣
し
、
市
の
抱
え
る
課
題
を
調
査
・
研
究
し
、
市
へ
の
政
策
提
言
を
同
研
究
所
と
と
も
に
ま
と
め
、
政
策
研
究
交
流
に
も
力
を
注
ぐ
。
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
21
尼
崎
尼
崎
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
機
関
と
、
関
学
は
じ
め
５
大
学
が
協
働
で
商
店
街
の
活
性
化
策
を
検
討
。
商
店
街
を
紹
介
す
る
情
報
誌
の
発
行
、
高
齢
者
向
け
お
せ
ち
料
理
の
試
作
販
売
、
三
和
市
場
に
お
け
る
丼
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
学
生
な
ら
で
は
の
発
送
と
行
動
力
が
活
か
さ
れ
る
。
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
22
敦
合
福
井
県
敦
賀
市
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
関
学
生
が
協
力
。
福
井
県
内
の
学
生
ら
と
と
も
に「
T
-C
A
P（
街
中
賑
わ
い
IN
敦
賀
開
催
実
行
委
員
会
）」
を
組
織
し
、
地
元
商
店
街
や
敦
賀
市
役
所
と
連
携
し
て
、
敦
賀
駅
前
を
舞
台
に
模
擬
店
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
23
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
関
西
学
院
大
学
の
人
的
資
源
を
活
用
し
、
各
種
の
経
営
・
起
業
・
技
術
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
。（
経
営
・
技
術
相
談
、
法
務
・
税
務
相
談
）
研
究
推
進
社
会
連
携
機
構
